
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２
１
０
０

　

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域

整
備
局
下
水
道
部
は
、
平
成

18
年
９
月
「
下
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
２
１
０
０
」を
と
り
ま
と

め
た
。
こ
の
報
告
書
は
、「
健

全
な
水
循
環
と
資
源
循
環
」

を
創
出
す
る
21
世
紀
型
下
水

道
を
実
現
さ
せ
る
た
め〝
循

環
の
み
ち
〟を
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、
下
水
道
の
こ
れ

か
ら
１
０
０
年
の
将
来
像
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
中
で「
循
環
の
み
ち
」を
支

え
る
「
水
の
み
ち
」「
資
源
の

み
ち
」「
施
設
再
生
」と
い
っ

た
３
つ
の
基
本
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　
「
水
の
み
ち
」で
は
、
水
が

本
来
有
す
る
様
々
な
機
能
を

活
か
す
水
循
環
の
健
全
化
に

向
け
た
水
再
生
・
利
活
用
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
出
す
べ
き

と
し
、ま
た
「
資
源
の
み
ち
」

で
は
、
将
来
の
資
源
枯
渇
や

地
球
温
暖
化
防
止
等
に
向
け

て
資
源
回
収
・
供
給
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
創
出
す
べ
き
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
「
施
設
再

生
」は
、こ
れ
ら
二
つ
の
「
み

ち
」
の
実
現
を
持
続
的
に
支

え
、
新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
下
水
道（「
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
下
水
道
」）を
実
現
す

べ
き
と
し
て
い
る
。ま
た
、基

本
方
針
ご
と
に
多
様
な
施
策

を
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と

も
に
、
地
域
ご
と
に
住
民
と
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休館日 毎週日曜日、12月30日から翌年1月4日まで

『
加
入
申
込
に
つ
い
て
』

◎
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
直
営
店
及
び
郵
便
局

を
除
く
）
２
月
15
日
㈬
か
ら

３
月
30
日
㈮
ま
で
。

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

及
び
市
役
所
５
階
市
民
総
務

室
で
は
、
２
月
・
３
月
の
予

約
受
付
期
間
と
４
月
以
降
も

常
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
な
お
、
市
役
所
５
階
市
民

総
務
室
で
は
、
２
月
25
日
㈯
、

３
月
24
日
㈯
午
前
９
時
〜
正

午
も
受
付
）

◎
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
お
ら
れ
る
世
帯
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
し
く

は
市
役
所
５
階
市
民
総
務
室

で
申
し
出
の
う
え
、
受
付
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
方
。

掛
金　

１
人
に
つ
き
６
０
０

円（
１
年
分
）１
人
１
口
に
限

る
。

共
済
期
間　

平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
。
ま
た
、

会
員
が
共
済
期
間
内
に
市
外

に
転
出
し
て
も
、
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
は
有
効
で
す
。

な
お
、
途
中
解
約
は
あ
り
ま

せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
入
院
付
加
金
・

死
亡
見
舞
金

死
亡
に
よ
る
見
舞
金
▽
世
帯

主
＝
２
０
０
万
円
、
世
帯
主

以
外
（
単
身
世
帯
を
含
む
）

＝
１
５
０
万
円

入
院
・
通
院
日
数
に
応
じ
た

見
舞
金
等
▽
見
舞
金
＝
１
万

円
〜
20
万
円
、
入
院
付
加
金

＝
10
日
以
上
の
入
院
に
限
り

１
万
円
〜
３
万
円

請
求　

請
求
期
間
は
、
交
通

事
故
発
生
の
日
か
ら
２
年
以

内
で
す
。
請
求
回
数
は
、
１

つ
の
事
故
に
対
し
て
１
回
限

り
の
請
求
で
す
。

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主
の

方
。
加
入
申
込
書
に
記
載
の

ご
住
所
が
、
住
民
登
録
あ
る

い
は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
実
際
に
お

住
ま
い
で
は
な
い
場
合
、
ま

た
は
加
入
者
が
世
帯
主
で
な

い
場
合
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

掛
金　

１
世
帯
１
口
６
０
０

円（
１
年
分
）。た
だ
し
、１
世

帯
３
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

共
済
期
間　

交
通
災
害
共
済

と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
共

済
期
間
内
に
市
外
に
転
出
さ

れ
た
場
合
は
、
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
途
中
解

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
死
亡
弔
慰
金

（
一
口
あ
た
り
）

被
害
に
応
じ
た
見
舞
金
＝

２
万
円
〜
１
５
０
万
円

死
亡
弔
慰
金
＝
１
人
１
０
０

万
円

請
求　

請
求
期
間
は
、
火
災

等
が
あ
っ
た
日
（
死
亡
の
場

合
は
死
亡
の
日
）
か
ら
１
年

以
内
で
す
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
は
、
平
成
24
年
３
月

末
頃
に
福
祉
事
務
所
が
発
送

す
る
書
類
に
同
封
し
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
部 

市

民
総
務
室 

☎
０
６
・
４
３
０

９
・
３
１
５
８

　

本
市
で
は
、平
成
24
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済
・

火
災
共
済
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

万
一
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

〝
市
民
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
〟に
加
入
を
！

一
年
間
の
大
き
な
安
心
！

２
月
15
日
㈬
か
ら
、市
内
金
融
機
関
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び

市
役
所
５
階
市
民
総
務
室
で
予
約
受
付
開
始

【
交
通
災
害
共
済
】

【
火
災
共
済
】

東大阪市

平
成
23
年
度

進
展
に
寄
与
し
、
そ
の
功
労

が
特
に
顕
著
で
あ
る
有
功
者

を
は
じ
め
、
自
治
お
よ
び
福

祉
の
増
進
、
保
健
衛
生
の
向

上
、産
業
の
振
興
、教
育
文
化

の
普
及
発
展
な
ど
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
市

　

同
市
は
昭
和
42
年
２
月
１

日
、布
施
・
河
内
・
枚
岡
の
３

市
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
市

制
施
行
45
周
年
の
記
念
す
べ

き
日
を
迎
え
た
。
記
念
式
典

で
は
、市
政
の
発
展
、公
共
の

福
祉
の
増
進
、社
会
文
化
の

政
功
労
者
、
篤
行
が
特
に
優

れ
、
市
民
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
善
行
者
に
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
た
８
６
１
人
と
１
３
４

団
体
を
表
彰
し
た
。

　

有
功
者
は
７
人
、
市
政
功

労
者
は
８
２
５
人
・
24
団
体

で
そ
の
内
訳
は「
行
政
進
展

功
労
」67
人
、「
地
域
振
興
功

労
」
１
４
６
人
・
８
団
体
、

「
福
祉
増
進
功
労
」１
０
１

人
、「
公
衆
衛
生
進
展
功
労
」

１
０
６
人
・
２
団
体
、「
産
業

経
済
発
展
功
労
」
40
人
、「
地

域
保
全
推
進
功
労
」
１
５
６

人
・
９
団
体
、「
教
育
文
化
振

興
功
労
」
１
４
３
人
・
１
団

体
、「
青
少
年
健
全
育
成
功

労
」
53
人
・
１
団
体
。
さ
ら

に
、
今
回
新
設
し
た
「
環
境

保
全
功
労
」
13
人
・
３
団
体
。

ま
た
善
行
者
に
は
、
建
設
局

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
31
団
体

な
ど
合
計
29
人
・
１
１
０
団

体
が
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
日
出
席
し
た
有
功
者

の
５
人
と
市
政
功
労
者
の
代

表
者
９
人
、
善
行
者
の
代
表

者
１
人
に
野
田
義
和
市
長
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
東
大
阪
市
合
唱
連
盟

の
メ
ン
バ
ー
や
北
宮
幼
稚
園

の
園
児
ら
が
歌
を
披
露
し
、

式
典
を
盛
り
上
げ
た
。

　

記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
た

野
田
市
長
は
「
本
市
は
、
都

市
将
来
像
で
あ
る
『
夢
と
活

力
あ
ふ
れ
る
元
気
都
市
』
を

め
ざ
し
、〝
住
み
続
け
た
い

ま
ち
〟〝
住
み
た
く
な
る
ま

ち
〟
に
な
る
よ
う
、
地
域
の

元
気
づ
く
り
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
確
立
し
、
未
来
を
見

越
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
行

し
て
い
き
ま
す
。
来
る
50
周

年
に
向
け
て
『
活
力
あ
る
東

大
阪
の
創
造
』
に
全
力
を
注

ぎ
ま
す
」
と
力
強
く
式
辞
を

述
べ
て
い
た
。

功
労
者
や
善
行
者
861
人
・
134
団
体
を
表
彰

　

市
制
施
行
45
周
年
を
迎
え
た
東
大
阪
市
は
２
月
１
日
、
同
市
立
市
民
会
館
（
同

市
永
和
２
）
市
民
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
式
典
で
は
、
市
政
の
発
展
な

ど
に
寄
与
し
、
そ
の
功
労
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
個
人
や
市
民
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
個
人
・
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。（
写
真
）

東
大
阪
市
に
お
け
る「
施
設
再
生
」

老
朽
管
の
撤
去
状
況

市
制
施
行
45
周
年
を
迎
え
た
東
大
阪
市

ロ
マ
を
使
っ
た
ル
ー
ム
ス
プ

レ
ー
作
り
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
、心
も
か
ら
だ
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
▽
３
月
８
日
㈭
午
前
11

時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所
▽
東
大
阪
市
立
市
民
会

館
４
階
第
４
会
議
室
（
近
鉄

奈
良
線
・
河
内
永
和
駅
南
側
）

　

家
庭
で
ね
た
き
り
高
齢
者

や
認
知
症
高
齢
者
等
を
介
護

し
て
お
ら
れ
る
介
護
者
の
方

を
対
象
に
下
記
の
と
お
り
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
は
「
認
知
症
と
の
上

手
な
お
つ
き
あ
い―

み
ん
な

で
見
守
る
た
め
に
」
と
い
う

お
話
と
癒
し
効
果
の
あ
る
ア

内
容
▽
①
講
演
「
認
知
症
と

の
上
手
な
お
つ
き
あ
い―

み

ん
な
で
見
守
る
た
め
に
」
講

師 

も
り
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長 

田
仲
み
す
ず
氏
。②
ア
ロ

マ
ス
プ
レ
ー
製
作
。③
軽
食

を
と
り
な
が
ら
意
見
交
換
会
。

参
加
費
▽
３
０
０
円

対
象
者
▽
ご
自
宅
で
認
知
症

の
症
状
や
常
時
介
護
の
必
要

な
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

る
東
大
阪
市
内
在
住
の
方

定
員
▽
30
名

申
込
方
法
▽
ハ
ガ
キ
ま
た
は

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か

在
宅
高
齢
者
介
護
者
の
つ
ど
い
東大阪市

Ｆ
Ａ
Ｘ
で「
在
宅
高
齢
者
介

護
者
の
つ
ど
い
」
氏
名
、住
所
、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、介

護
期
間
を
記
入

申
込
締
切
▽
２
月
29
日
㈬

問
合
せ
・
申
込
み
先
▽
基
幹

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

社
協　

角
田
（
住
所
／
東
大

阪
市
角
田
２―

３―

８
、
電

話
／
０
７
２―

９
６
３―

６

６
６
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
７
２

―

９
６
３―

２
０
２
０
）

東
大
阪
市
の
担
当
窓
口
▽
福

祉
部
高
齢
介
護
課

　

平
成
23
年 

第
４
回
定
例
市
議
会
の
所
信
表
明
は
、

次
号
に
続
き
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

対
話
し
な
が
ら
施
策
を
展
開

さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
整
備

に
よ
り
、
整
備
さ
れ
た
膨
大

な
下
水
道
施
設
の
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
下
水
道

事
業
の
事
業
主
体
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
に
と
っ
て
、
急

務
か
つ
重
大
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
増
加
す
る
下
水
道

施
設
の
老
朽
化
を
放
置
す
れ

ば
、
下
水
道
機
能
の
低
下
に

よ
る
ト
イ
レ
の
使
用
制
限
や

浸
水
被
害
の
発
生
、
管
き
ょ

破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故

の
発
生
や
非
衛
生
物
質
の
地

中
浸
透
等
々
日
常
生
活
や
環

境
に
与
え
る
影
響
は
重
大
で

あ
る
。

　
「
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２
１

０
０
」に
お
け
る
３
つ
の
基

本
方
針
の
中
で「
施
設
再
生
」

で
は
、
下
水
道
施
設
の
新
規

整
備
と
改
築
更
新
（
＝
老
朽

化
し
た
施
設
や
設
備
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
再
建

設
や
取
り
替
え
を
行
う
こ

と
）を
一
体
的
に
捉
え
、施
設

の
改
築
更
新
の
際
は
、
下
水

道
の
施
設
機
能
の
高
度
化
や

多
目
的
利
用
な
ど
新
た
な
社

会
要
請
に
も
応
え
る
、
持
続

的
な
施
設
機
能
の
更
新
を
実

現
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
施
策
展
開
上
の
視

点
と
し
て
、
根
幹
的
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て
下

水
道
施
設
の
地
震
対
策
や
事

故
防
止
、
安
全
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る「
安
全
確
保
」、

下
水
道
施
設
の
多
目
的
利
用

等
を
図
る「
施
設
活
用
」、
安

定
的
か
つ
効
率
的
な
機
能
提

供
・
事
業
運
営
を
図
る「
機
能

向
上
」
の
３
つ
を
あ
げ
て
い

る
。
そ
れ
ら「
施
設
再
生
」の

創
出
に
向
け
た
施
策
展
開
上

の
視
点
、「
安
全
確
保
」「
施
設

活
用
」「
機
能
向
上
」に
立
っ

て
具
体
的
な
施
策
を
実
施
す

る
際
の
施
策
展
開
上
の
考
え

方
は
「『
発
生
対
応
型
』か
ら

『
予
防
保
全
型
』へ
の
転
換
」

「
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
機
能
の
高
度
化
」「
計
画
の

一
体
化
に
よ
る
事
業
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」で
あ
る
。

　

本
市
の
下
水
道
事
業
は
昭

和
24
年
に
着
手
し
、
普
及
率

は
99
・
６
％
（
人
口
普
及
率
）

に
達
し
て
お
り
、
今
後
に
お

い
て
も
老
朽
管
き
ょ
は
増
大

す
る
た
め
、
そ
の
改
築
更
新

事
業
が
必
要
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
下
水
道
は
人
々
の

日
常
生
活
を
支
え
る
社
会
基

盤
施
設
で
あ
り
、
そ
の
機
能

を
継
続
し
て
発
揮
す
る
必
要

が
あ
る
。
平
成
23
年
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
下
水
道
施
設
に
も

甚
大
な
被
害
が
及
び
、
改
め

て
下
水
道
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
震
等

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
市
に
お
け
る
改
築
更
新

事
業
と
し
て
、
早
期
に
下
水

道
事
業
に
着
手
し
た
大
阪
市

に
隣
接
す
る
西
部
排
水
区
約

８
０
０
㌶
に
お
い
て
、
平
成

16
年
度
に
老
朽
化
し
た
管
き

ょ
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

特
に
診
断
が
必
要
な
路
線
を

抽
出
し
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調

査
と
目
視
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
管
き
ょ
の
状
況

デ
ー
タ
を
も
と
に
診
断
を
行

い
、
計
画
的
に
改
築
更
新
を

行
う
た
め
の
実
施
計
画
を
策

定
し
、
平
成
17
年
度
よ
り
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
実
施

計
画
で
は
、
既
存
施
設
の
流

下
能
力
更
新
に
加
え
、
平
成

４
年
度
に
策
定
し
た
「
雨
水

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
計
画
」
を

考
慮
す
る
こ
と
で
、
浸
水
解

消
の
機
能
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
整
備
の
際

に
は
、
耐
震
化
を
行
う
こ
と

で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

安
全
確
保
に
も
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
改
築
更
新
を
お
こ

な
っ
た
施
設
は
、
約
２
ｋ
ｍ

に
及
ん
で
い
る
。

　

改
築
更
新
事
業
は
、
供
用

中
の
施
設
を
工
事
す
る
た
め
、

住
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
伴

う
。
下
水
道
の
機
能
を
適
正

に
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

改
築
更
新
事
業
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
継
続

的
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

下
水
道
施
設
の
再
構
築

は
、
長
期
間
に
わ
た
る
だ
け

で
な
く
膨
大
な
費
用
が
か
か

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
効
率
的

な
事
業
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

適
正
な
維
持
管
理
と
再
構
築

を
行
い
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
最
小
化
を
図
る
た

め
、
施
設
の
特
性
と
現
状
を

的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
経
験
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
た
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
に
努

め
た
い
。

「
施
設
再
生
」の

施
策
展
開
上
の
考
え
方

東
大
阪
市
に
お
け
る

「
施
設
再
生
」

お
わ
り
に



　

２
月
３
日
に
Ｕ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル
Ｔ
Ｔ
Ｓ
セ
ン

タ
ー
６
階
（
東
大
阪
市
御
厨

栄
町
１
）
で
東
大
阪
市
倫
理

法
人
会
第
７
１
８
回
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
、
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス

ト
の
椿
彩
綺
さ
ん
（
40
）
が

「
東
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
で
学
ん
だ

こ
と
」
と
し
て
講
話
し
た
。

　

昨
年
エ
ン
ジ
ェ
ル
布
施
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
（
野
中

み
や
こ
代
表
）
を
友
人
７
人

で
立
ち
上
げ
、
７
月
３
日
に

「
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
＆
吉
岡
秀
人

大
阪
講
演
会
」
を
東
大
阪
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
東
大
阪

市
永
和
２
）
で
開
い
た
。
こ

の
会
を
始
め
る
き
か
っ
か
け

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
無
償
医

療
活
動
を
す
る
ジ
ャ
パ
ン
ハ

ー
ト
代
表
の
医
師
、
吉
岡
秀

　

当
日
、
会
場
に
歌
手
で
タ

レ
ン
ト
の
久
本
朋
子
さ
ん
、

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
枝
並
千

花
さ
ん
ら
が
駆
け
付
け
た
。

椿
さ
ん
自
身
も
思
い
を
込
め

て
熱
唱
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は

　

東
大
阪
市
に
あ
る
大
阪
イ

ワ
オ
株
式
会
社
の
元
気
な
朝

礼
を
取
材
し
た
。
山
本
昇
氏

が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
車

の
車
検
・
板
金
塗
装
を
行
っ

て
い
る
企
業
。

　

大
阪
イ
ワ
オ
株
式
会
社
の

朝
礼
は
２
部
構
成
。
１
部
が

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
２
部
が
朝

礼
。
１
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

発
行
の
「
職
場
の
教
養
」
と

い
う
冊
子
を
読
ん
で
感
想
を

述
べ
た
り
、
今
日
の
予
定
な

ど
の
情
報
交
換
を
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。
２
部
の

朝
礼
で
は
挨
拶
の
練
習
や
理

念
の
斉
唱
な
ど
、
会
社
と
し

て
の
意
思
の
統
一
を
図
る
場

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
な
ら
他
社
で
も

や
っ
て
い
る
企
業
は
多
い
。

し
か
し
、
１
つ
大
き
な
特
徴

が
あ
る
。そ
れ
は
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
場
所
か
ら
朝
礼
の
場

感動の足跡を話す椿彩綺さん

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【 　

】
11

大
和
川
と
中
甚
兵
衛
翁

大
和
川
と
中
甚
兵
衛
翁

　

今
回
か
ら
は
大
和
川
流
域
を
散
策
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

大
和
川
と
な
る
と
、
大
和
川
付
け
替
え
の
功
労
者
、
中
甚

兵
衛
翁
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
中
翁
の
銅
像
を

表
敬
訪
問
す
る
。
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
を
降
り
て
小
川
に
沿
っ
て
南

に
下
る
と
築
留
治
水
公
園
に
至
る
。
築
留
と
い
う
の
は
付
け

替
え
工
事
の
起
点
を
い
う
。

　

そ
こ
に
治
水
記
念
公
園
が
あ
り
、
中
翁
の
銅
像
が
大
和
川

に
面
し
て
立
っ
て
い
る
。
左
手
に
は
工
事
の
地
図
で
あ
ろ
う

と
思
え
る
巻
き
物
を
握
っ
て
、
右
手
は
大
和
川
を
指
し
て
い

る
。
し
か
し
、
両
眼
は
大
和
川
を
越
え
て
付
け
替
え
工
事
の

許
可
を
得
る
の
に
苦
労
し
た
は
る
か
江
戸
幕
府
を
向
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。

　

訪
れ
た
日
は
大
寒
の
こ
ろ
で
強
い
風
が
吹
き
荒
れ
て
い

た
。
近
く
の
柏
原
市
役
所
の
駐
輪
場
の
自
転
車
は
倒
さ
れ
て

い
た
。
中
翁
が
江
戸
幕
府
か
ら
工
事
許
可
を
得
る
の
に
苦
労

し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
粉
雪
の
舞
う
厳
し
い
寒
さ
で

あ
っ
た
。

　

市
役
所
の
広
報
課
に
よ
り
資
料
を
手
に
入
れ
て
近
く
の
近

鉄
安
堂
駅
か
ら
退
散
し
た
。
八
尾
駅
あ
た
り
に
来
る
と
太
陽

が
注
い
で
い
て
川
筋
の
厳
し
さ
を
味
わ
っ
た
散
策
で
あ
っ

た
。

人
さ
ん
を
支
援
す
る
も
の
だ

っ
た
が
、
３
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
た
め
、

吉
岡
さ
ん
と
相
談
し
て
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
に
切
り

替
え
た
。

　

読
売
新
聞
が
地
域
版
共
通

企
画
「
地
方
を
生
き
る
」
第

13
部
を
「
も
の
づ
く
り
の
力

―

東
大
阪
市
か
ら
」
と
し

て
、
１
月
27
日
〜
２
月
２
日

の
連
続
７
日
間
東
大
阪
市
の

会
社
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
松
尾

治
社
長（
松
尾
捺
染
）、
下
西

巌
社
長（
下
西
製
作
所
）、
村

尾
雅
嗣
社
長（
ナ
ミ
テ
イ
）、

大
西
正
曹
関
西
大
学
名
誉
教

授
（
中
小
企
業
論
）、
松
井

一
郎
大
阪
府
知
事
。

　

丹
念
な
取
材
に
も
と
づ
い

た
記
事
で
、
地
元
東
大
阪
、

八
尾
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
７

回
目
の
締
め
の
言
葉
は
「
未

来
を
切
り
ひ
ら
こ
う
と
す
る

町
工
場
の
意
気
込
み
と
、
後

押
し
す
る
行
政
の
力
。
も
の

づ
く
り
産
業
を
復
活
さ
せ
る

に
は
、
そ
の
二
つ
の
相
乗
効

果
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」。

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で

背筋を伸ばし、整列！

　

厄
払
い
や
商
売
繁
盛
、
地

域
の
繁
栄
な
ど
を
祈
っ
て
、

祝
い
の
言
葉
を
歌
い
な
が
ら

地
域
を
回
り
、
町
じ
ゅ
う
を

元
気
に
し
よ
う
と
、
八
尾
市

西
郡
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
門
付
け
芸「
春は

る
こ
ま駒
」が
、
節

分
と
な
る
２
月
３
日
、
市
内

各
所
で
開
催
さ
れ
た
。
西
郡

地
区
春
駒
保
存
会
（
藤
本
澄

子
会
長
）
主
催
。

　

華
や
か
な
衣
装
を
着
た
保

存
会
員
は
「
厄
払
い
し
ま
し

ょ
う
。
お
家
を
見
か
け
て
乗

り
込
む
駒
は
…
」
と
歌
い
な

が
ら
、
地
区
周
辺
の
学
校
や

保
育
所
、老
人
セ
ン
タ
ー
、久

宝
寺
緑
地
な
ど
約
40
ヵ
所
を

練
り
歩
き
、
参
加
し
た
人
た

ち
も
一
緒
に
歌
う
な
ど
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

春
駒
は
西
郡
地
区
に
伝
わ

る
文
化
で
、
約
50
年
前
に
一

時
途
絶
え
た
が
、
平
成
16
年

に
藤
本
さ
ん
を
中
心
に
結
成

さ
れ
た
春
駒
保
存
会
に
よ
っ

て
復
活
し
た
。
毎
年
、
節
分

「
旅
立
っ
た
人
へ
」
原
稿
を
募
集
し
ま
す

　

景
気
が
低
迷
し
、
混
乱
し
た
社
会
の
中
で
、
年
を
追
う
ご
と

に
生
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
対
人
恐
怖
、
ひ
き
こ
も
り
、

生
き
る
目
的
喪
失
、
自
殺…

…

。
毎
日
の
よ
う
に
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
を
マ
ス
コ
ミ
が
流
し
て
い
ま
す
。

　

出
口
の
見
つ
か
ら
な
い
袋
小
路
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

ま
す
。こ
ん
な
時
代
に
は「
死
」か
ら「
生
」を
模
索
す
る
こ
と
が
、

生
き
る
勇
気
を
得
る
最
良
の
方
法
で
す
。
そ
こ
で
「
旅
立
っ
た

人
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
原
稿
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
内
容
】
父
母
を
偲
ぶ
、
子
ど
も
を
偲
ぶ
、
兄
弟
姉
妹
親
戚
を
偲
ぶ
、
友
人
知

人
を
偲
ぶ
、
遺
書
・
残
さ
れ
た
手
紙

【
字
数
】
１
６
０
０
字
以
内

【
形
式
】
氏
名
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
を
明
記
し
て
下
さ
い
。Ｅ
メ
ー

ル
が
あ
れ
ば
書
い
て
下
さ
い
。
採
用
者
に
は
掲
載
紙
を
送
付
し
ま
す
。
原
稿
料

は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
稿
は
手
書
き
、
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
し

た
も
の
を
お
送
り
下
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
の
原
稿
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
採
用

決
定
後
メ
ー
ル
で
お
送
り
い
た
だ
き
ま
す
。
写
真
掲
載
の
場
合
は
、
採
用
決
定

後
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
応
募
原
稿
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
採
用
決

定
後
の
提
出
写
真
は
返
却
し
ま
す
。

大和川付け替えの功労者、
中甚兵衛翁の銅像

成
功
し
、
２
１
６
万
０
８
１

４
円（
収
益
金
の
全
額
）を
寄

付
し
た
。
そ
の
感
動
の
足
跡

を
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら

椿
さ
ん
は
語
っ
た
。
会
場
に

は
約
30
人
の
経
営
者
ら
が
集

い
、
感
動
を
共
有
し
た
。

　

今
年
２
回
目
の
「
日
本
大

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ

イ
ブ
＆
吉
岡
秀
人
大
阪
講
演

会
」
を
４
月
１
日
に
同
じ
会

場
で
開
催
す
る
。
Ｓ
席
５
０

０
０
円
、Ａ
席
３
０
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

椿
さ
ん
が
経
営
す
る
サ
ウ
ン

ド
ラ
ウ
ン
ジ
「
オ
マ
ー
ラ
」

（
☎
０
６

−

６
７
８
９

−

８

６
３
６
）へ
。

椿
彩
綺
さ
ん
が
講
話

ジ
ャ
ズ

ボ
ー
カ
リ
ス
ト

「
東
日
本
大
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
で
学
ん
だ
こ
と
」

所
ま
で
真
剣
に
走
っ
て
移
動

す
る
。
朝
か
ら
20
人
ち
か
く

の
大
人
が
真
剣
に
走
る
企
業

は
め
っ
た
に
な
い
。
あ
ま
り

の
こ
と
に
一
瞬
声
が
出
な
い

ほ
ど
驚
い
た
と
い
う
の
が
正

直
な
感
想
で
あ
る
。

　

そ
こ
で「
な
ぜ
走
る
の
か
」

を
山
本
武
常
務
に
訊
ね
て
み

た
。
す
る
と
、
①
時
間
を
大

切
に
す
る
意
識
付
け
、
②
キ

ビ
キ
ビ
と
し
た
行
動
の
習
慣

づ
け
、
③
集
団
行
動
に
よ
る

規
律
維
持
、
こ
の
３
つ
が
集

団
で
走
っ
て
移
動
す
る
こ
と

の
意
味
だ
と
言
う
。

　

こ
う
し
た
意
味
が
あ
り
、

大
阪
イ
ワ
オ
株
式
会
社
で
は

日
々
お
客
様
の
た
め
に
、
朝

か
ら
気
合
い
の
入
っ
た
朝
礼

を
実
施
し
て
い
る
。
昨
今
の

不
景
気
な
中
で
、
１
つ
で
も

お
客
様
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
磨
く
企
業
努
力
が
朝
礼

に
表
れ
て
い
た
。

東
大
阪
市
菱
江

　
　
　
　

３
丁
目
９
ー
１

☎
０
７
２・
９
６
３・
２
９
０
１

大
阪
イ
ワ
オ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

山
本　

昇

朝礼ジャーナリスト　黒河龍二

朝礼拝見 朝礼で「走る」－１－

読
売
新
聞
の

連
載
好
評

も
の
づ
く
り
の
力

―

東
大
阪
市
か
ら

　

鬼
を
退
治
し
無
病
息
災
を

願
う
節
分
の
伝
統
行
事
「
鬼

追
い
式（
追つ

い
な儺
式
）」が
、
２

月
３
日
午
後
７
時
か
ら
は
許こ

麻ま

神
社（
八
尾
市
久
宝
寺
５
、

田
中
洋
二
郎
宮
司
）、
同
日

午
後
７
時
30
分
か
ら
は
八
尾

天
満
宮
（
八
尾
市
本
町
４
、

菅
尾
龍
太
宮
司
）
で
開
催
さ

れ
た
。

　

鬼
追
い
式
は
、
新
し
い
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
人
々

が
災
い
や
病
気
に
見
舞
わ
れ

な
い
た
め
に
行
わ
れ
る
。「
疫え

っ

鬼き

」「
悪あ

っ

鬼き

」と
も
呼
ば
れ
る

赤
や
青
な
ど
の
鬼
が
た
い
ま

つ
を
掲
げ
、
暴
れ
な
が
ら
境

内
か
ら
拝
殿
へ
駆
け
登
ろ
う

と
す
る
の
を「
鬼
追
い
神
」が

矛
を
突
き
つ
け
て
鳥
居
前
ま

で
追
い
出
す
こ
と
に
よ
り
人

々
に
降
り
掛
か
る
災
い
な
ど

を
退
け
る
。

　

許
麻
神
社
の
鬼
追
い
式
は
、

地
域
の
青
年
団
が
地
域
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
企
画
し
た
も

の
で
、
今
年
で
５
回
目
と
な

る
。
当
日
、午
後
６
時
・
午
後

７
時
・
午
後
８
時
か
ら
の
３

回
に
分
け
、
参
拝
者
に
福
袋

が
各
回
２
０
０
０
袋
ず
つ
授

け
ら
れ
た
。
ま
た
、
鬼
追
い

式
は
午
後
７
時
か
ら
と
午
後

８
時
か
ら
の
２
回
行
わ
れ
た
。

　

宮
司
の
田
中
洋
二
郎
さ
ん

は
「
こ
の
行
事
で
心
に
潜
む

鬼
を
追
い
出
し
、
皆
さ
ん
に

福
が
多
い
１
年
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。

　

一
方
、
八
尾
天
満
宮
の
鬼

追
い
式
は
、
式
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
同
日
午
前
９
時
頃
か
ら

午
後
３
時
頃
に
か
け
て
、
八

尾
天
満
宮
追
儺
保
存
会
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
扮
す
る
鬼
や
鬼

追
い
神
な
ど
が
、
八
尾
市
役

所
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
を

練
り
歩
い
た
。
そ
の
後
、
同

天
満
宮
で
午
後
７
時
30
分
か

ら
約
７
０
０
０
袋
の
福
豆
が

参
詣
者
に
授
け
ら
れ
、
鬼
追

い
式
が
開
始
し
た
。

　

慶
長
年
間
（
１
５
９
６
年

～
１
６
１
５
年
）
か
ら
始
ま

っ
た
八
尾
天
満
宮
の
鬼
追
い

式
は
、
式
を
運
営
す
る
人
手

不
足
の
た
め
、
平
成
元
年
に

中
止
、
中
断
し
て
い
た
が
、

氏
子
な
ど
地
元
住
民
の
協
力

に
よ
り
、
平
成
12
年
に
追
儺

保
存
会
を
結
成
し
、
神
事
を

復
活
さ
せ
た
。

　

宮
司
の
菅
尾
龍
太
さ
ん
は

「
こ
の
伝
統
あ
る
行
事
で
、鬼

と
と
も
に
嫌
な
こ
と
を
追
い

出
し
、
多
く
の
人
に
清
々
し

い
春
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

福
を
呼
ぶ 

節
分
行
事

八
尾
市
内
２
箇
所
で
鬼
追
い
式
が
開
催

許
麻
神
社
・
鬼
追
い
式
の

様
子

八
尾
天
満
宮
・
鬼
追
い
式

の
様
子

の
時
期
に
さ
れ
る
ほ
か
、
要

望
が
あ
れ
ば
施
設
な
ど
に
赴

き
、
春
駒
を
開
催
し
て
く
れ

る
と
の
こ
と
。

　

同
保
存
会
の
金
田
悦
子
さ

ん
と
米
島
ゆ
か
り
さ
ん
は
、

「
春
駒
は
地
域
の
方
か
ら
と

て
も
好
評
で
、
復
活
し
て
か

ら
は
、
地
域
の
節
分
行
事
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
こ
の
文
化
を
地
域
で

育
み
大
切
に
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

門
付
け
芸
で
町
じ
ゅ
う
を
元
気
に

八
尾
市
内
各
所
で
春
駒
が
開
催

町じゅうを元気にする春駒


